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1．損益計算書の状況

1

◆1-1 連結情報

売上高は前年同期比6.1％増の2,758億円となりました。当期の売上増の主たる要因は、コクヨ
カムリンリミテッド（前連結会計年度は貸借対照表のみを連結）等４社を新規連結したことや、
首都圏におけるオフィス家具販売及びオフィス通販カウネットが好調に推移したことにあります。
利益面では、競争激化の影響があったものの、増収及びコストダウンによる売上総利益の増
加や経費削減により、営業利益は前年同期比19.2％増の48億円となり、経常利益は円安によ
る為替差益もあり、前年同期比49.9％増の61億円となりました。特別利益として固定資産売却
益等20億円、特別損失として減損損失等29億円を計上したこと等により、当期純利益は前年
同期比78億円改善し、24億円の黒字となりました。

（単位：百万円）

売 上 高 260,004 275,821 ＋15,817 ＋6.1%

売 上 総 利 益 86,659 89,219 ＋2,560 ＋3.0%

（率） (33.3%) (32.3%) (△1.0p)

販売費及び一般管理費 82,587 84,366 ＋1,779 ＋2.2%

（率） (31.8%) (30.6%) (△1.2p)

営 業 利 益 4,072 4,852 ＋780 ＋19.2%

（率） (1.6%) (1.8%) (＋0.2p)

経 常 利 益 4,098 6,142 ＋2,044 ＋49.9%

（率） (1.6%) (2.2%) (＋0.6p)

当 期 純 利 益 △ 5,460 2,428 ＋7,888 -

（率） (△2.1%) (0.9%) (＋3.0p)

（注）連結子会社26社・持分法適用関連会社1社

23年12月期
<1～12月>

24年12月期
<1～12月>

前年差額
（前年率差）

増減率



◆1-2 売上高
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1．損益計算書の状況

売上高は前年同期比6.1％増の2,758億円となりました。当期の売上増の主たる要因は、コクヨ
カムリンリミテッド（前連結会計年度は貸借対照表のみを連結）等４社を新規連結したことや、
首都圏におけるオフィス家具販売及びオフィス通販カウネットが好調に推移したことにあります。

（単位：百万円）
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（単位：百万円）

20年12月期
＜1～12月＞

21年12月期
＜1～12月＞

22年12月期
＜1～12月＞

23年12月期
<1～12月>

24年12月期
<1～12月>

前年差額
（前年率差）

増減率

326,120 266,725 261,873 260,004 275,821 ＋15,817 ＋6.1%

104,546 86,466 86,031 86,659 89,219 ＋2,560 ＋3.0%

(32.1%) (32.4%) (32.9%) (33.3%) (32.3%) (△1.0p)

99,192 85,887 82,748 82,587 84,366 ＋1,779 ＋2.2%

(30.5%) (32.2%) (31.6%) (31.8%) (30.6%) (△1.2p)

5,354 579 3,282 4,072 4,852 ＋780 ＋19.2%

(1.6%) (0.2%) (1.3%) (1.6%) (1.8%) (＋0.2p)

4,203 1,009 3,324 4,098 6,142 ＋2,044 ＋49.9%

(1.3%) (0.4%) (1.3%) (1.6%) (2.2%) (＋0.6p)

△ 11,990 595 815 △ 5,460 2,428 ＋7,888 -

(△3.7%) (0.2%) (0.3%) (△2.1%) (0.9%) (＋3.0p)
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◆1-3 売上総利益

3

売上総利益は、競争激化や原材料価格の高騰があったものの、増収及びコストダウンの推進等
により、前年同期比3.0％増の892億円となり、売上総利益率は32.3％となりました。

1．損益計算書の状況

（単位：百万円）

（単位：百万円）

20年12月期
＜1～12月＞

21年12月期
＜1～12月＞

22年12月期
＜1～12月＞

23年12月期
<1～12月>

24年12月期
<1～12月>

前年差額
（前年率差）

増減率

326,120 266,725 261,873 260,004 275,821 ＋15,817 ＋6.1%

104,546 86,466 86,031 86,659 89,219 ＋2,560 ＋3.0%

(32.1%) (32.4%) (32.9%) (33.3%) (32.3%) (△1.0p)

99,192 85,887 82,748 82,587 84,366 ＋1,779 ＋2.2%

(30.5%) (32.2%) (31.6%) (31.8%) (30.6%) (△1.2p)

5,354 579 3,282 4,072 4,852 ＋780 ＋19.2%

(1.6%) (0.2%) (1.3%) (1.6%) (1.8%) (＋0.2p)

4,203 1,009 3,324 4,098 6,142 ＋2,044 ＋49.9%

(1.3%) (0.4%) (1.3%) (1.6%) (2.2%) (＋0.6p)

△ 11,990 595 815 △ 5,460 2,428 ＋7,888 -

(△3.7%) (0.2%) (0.3%) (△2.1%) (0.9%) (＋3.0p)

売 上 高

売 上 総 利 益

販売費及び一般管理費

（率）

（率）

（率）

（率）

営 業 利 益

経 常 利 益

当 期 純 利 益

（率）
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◆1-4 販売費及び一般管理費

4

販売費及び一般管理費は前年同期比2.2％増の843億円となり、売上高販管費率は30.6％とな
りました。

1．損益計算書の状況

（単位：百万円）

（単位：百万円）

20年12月期
＜1～12月＞

21年12月期
＜1～12月＞

22年12月期
＜1～12月＞

23年12月期
<1～12月>

24年12月期
<1～12月>

前年差額
（前年率差）

増減率

326,120 266,725 261,873 260,004 275,821 ＋15,817 ＋6.1%

104,546 86,466 86,031 86,659 89,219 ＋2,560 ＋3.0%

(32.1%) (32.4%) (32.9%) (33.3%) (32.3%) (△1.0p)

99,192 85,887 82,748 82,587 84,366 ＋1,779 ＋2.2%

(30.5%) (32.2%) (31.6%) (31.8%) (30.6%) (△1.2p)

5,354 579 3,282 4,072 4,852 ＋780 ＋19.2%

(1.6%) (0.2%) (1.3%) (1.6%) (1.8%) (＋0.2p)

4,203 1,009 3,324 4,098 6,142 ＋2,044 ＋49.9%

(1.3%) (0.4%) (1.3%) (1.6%) (2.2%) (＋0.6p)

△ 11,990 595 815 △ 5,460 2,428 ＋7,888 -

(△3.7%) (0.2%) (0.3%) (△2.1%) (0.9%) (＋3.0p)

売 上 高

売 上 総 利 益
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（率）

（率）

（率）

（率）

営 業 利 益

経 常 利 益

当 期 純 利 益

（率）
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◆1-5 営業利益及び経常利益

5

営業利益は、競争激化の影響があったものの、増収及びコストダウンによる売上総利益の増加や
経費削減により、営業利益は前年同期比19.2％増の48億円となりました。
経常利益は円安による為替差益もあり、前年同期比49.9％増の61億円となりました。

1．損益計算書の状況

（単位：百万円）

（単位：百万円）

20年12月期
＜1～12月＞

21年12月期
＜1～12月＞

22年12月期
＜1～12月＞

23年12月期
<1～12月>

24年12月期
<1～12月>

前年差額
（前年率差）

増減率

326,120 266,725 261,873 260,004 275,821 ＋15,817 ＋6.1%

104,546 86,466 86,031 86,659 89,219 ＋2,560 ＋3.0%

(32.1%) (32.4%) (32.9%) (33.3%) (32.3%) (△1.0p)

99,192 85,887 82,748 82,587 84,366 ＋1,779 ＋2.2%

(30.5%) (32.2%) (31.6%) (31.8%) (30.6%) (△1.2p)

5,354 579 3,282 4,072 4,852 ＋780 ＋19.2%

(1.6%) (0.2%) (1.3%) (1.6%) (1.8%) (＋0.2p)

4,203 1,009 3,324 4,098 6,142 ＋2,044 ＋49.9%

(1.3%) (0.4%) (1.3%) (1.6%) (2.2%) (＋0.6p)

△ 11,990 595 815 △ 5,460 2,428 ＋7,888 -

(△3.7%) (0.2%) (0.3%) (△2.1%) (0.9%) (＋3.0p)

売 上 高

売 上 総 利 益

販売費及び一般管理費

（率）

（率）
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（率）

営 業 利 益

経 常 利 益

当 期 純 利 益

（率）
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◆1-6 当期純利益

6

○特別利益・・・合計20億円
・固定資産売却益 17億円
・投資有価証券売却益 2億円

○特別損失・・・合計29億円
・減損損失 12億円
・固定資産売却損 7億円

当期純利益は24億円（前年同期比78億円増加）となりました。

（単位：百万円）

1．損益計算書の状況

（単位：百万円）

20年12月期
＜1～12月＞

21年12月期
＜1～12月＞

22年12月期
＜1～12月＞

23年12月期
<1～12月>

24年12月期
<1～12月>

前年差額
（前年率差）

増減率

4,203 1,009 3,324 4,098 6,142 ＋2,044 ＋49.9%

(1.3%) (0.4%) (1.3%) (1.6%) (2.2%) (＋0.6p)

△13,613 ＋1,444 △462 △7,888 △880 ＋7,008 －

特 別 利 益 - ＋3,020 ＋1,188 ＋1,187 ＋2,063 ＋876 ＋73.8%
特 別 損 失 △ 13,613 △ 1,576 △ 1,650 △ 9,075 △ 2,943 ＋6,132 －

△ 9,409 2,453 2,861 △ 3,789 5,262 ＋9,051 -

(△2.9%) (0.9%) (1.1%) (△1.5%) (1.9%) (＋3.4p)

2,581 1,858 2,046 1,671 2,834 ＋1,163 ＋69.6%

△ 11,990 595 815 △ 5,460 2,428 ＋7,888 -

(△3.7%) (0.2%) (0.3%) (△2.1%) (0.9%) (＋3.0p)（率）

法 人 税 等

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益

特 別 損 益

経 常 利 益

当 期 純 利 益

（率）

（率）



2．貸借対照表の状況

資産の部

主な増減要因

主な増減要因

7

売却△31
減損△12
上海工場建設＋15

配当金△18
当期純利益＋24

投資有価証券や遊休資産の売却により現金及び預金が増加しました。
総資産は2,584億円となりました。
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3,000
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（単位：億円）

△150

差額

2,584

負債・純資産の部

＋57

24年12月末

（単位：億円）

294

678

179

56

533

360

370

△143

1,286

190

158

262

427

365

自己株式

現金預金・
有価証券

売上債権

たな卸資産

その他固定資産

投資有価証券

有形固定資産

無形固定資産

仕入債務

有利子負債

その他負債

資本金

資本剰余金

利益剰余金

評価差額など

＋97

＋6

＋20

△21

△30

△13

23年12月末

差額

2,527

274

708

192

63

527

263

391

109

△143

1,282

190

158

252

414

366

8 39

＋13

△1

＋10

＋4

＋3１

±0

±0

△6

＋5

投資有価証券取得・売却＋43
遊休資産売却＋41

新規連結＋7

24年12月末23年12月末

114
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3．キャッシュフロー・設備投資の状況

（※） フリーキャッシュフロー＝営業キャッシュフロー＋投資キャッシュフロー

8

24年12月末23年12月末

△28＋7

＋107

現預金
261

営業CF
財務CF投資CF

（単位：億円）

□ 現預金の増減内訳
24年12月期 <1～12月>

□ キャッシュフロー計算書
24年12月期 <1～12月>

□ 設備投資・減価償却費の推移 （単位:億円）

現預金
356

フリーキャッシュフロー ＋115億円

＋8
その他

＜24年12月期<1～12月>のキャッシュフローについて＞
・営業活動では、税金等調整前当期純利益52億円、減価償却費66億円等により、107億円の
資金増となりました。

・投資活動では、設備投資支出として70億円、有形固定資産の売却41億円、投資有価証券の
取得・売却による43億円増等により、7億円の資金増となりました。

以上の結果、フリーキャッシュフロー（※）は115億円となりました。

・財務活動では、配当金の支払18億円等により、28億円の資金減となりました。

・当期末の資金は356億円となり、期首から94億円の増加となりました。

資金増
＋94

（単位：億円）

◆営業キャッシュフロー ＋107
税金等調整前当期純利益 ＋52
減価償却費 ＋66
固定資産売却損益 △9
債権債務の増減 ＋6
棚卸資産の増加 △12
その他 ＋4

◆投資キャッシュフロー ＋7
設備投資額 △70
有形固定資産の売却 ＋41
投資有価証券の取得・売却 ＋43
その他 △7

◆財務キャッシュフロー △28
配当金の支払 △18
その他 △10



4．株主還元
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■配当について

利益配分に関する基本方針は、更なる株主重視の経営を目指し、従来の安定配当に加え

て連結業績を考慮し、配当性向20％以上を目処とした配当政策を実施してまいります。

当期におきましては、この方針を念頭におき、１株当たり15円（中間期末７円50銭、期末７

円50銭）を予定しております。また、次期の１株当たり配当金は15円（中間期末７円50銭、

期末７円50銭）を予定しております。

内部留保資金につきましては、企業価値の向上に向けた今後の成長戦略への投資に活

用してまいります。

通期：15円 （中間期末7円50銭、期末7円50銭<予定>）

・利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

・１株当たり配当金
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◆5-1 ステーショナリー関連事業

売上高は前年同期比6.0％増の921億円（コクヨカムリンリミテッド等を新規連結したことによる増
収71億円を含む）となりましたが、新興国での先行投資及び競争激化の影響等により、営業利
益は前年同期比24.8％減の53億円となりました。

売 上 高 営 業 利 益
売上高営業利益率

※24年12月期より「ステーショナリー関連事業」「ファニチャー関連事業」「通販・小売関連事業」の3セ

グメントにて開示しております。そのため、平成23年12月期以前の実績値は新セグメントに置き換えて

おります。

※売上高は、外部売上高と内部売上高を合算した数値を記載しております。

（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円）

ステーショナリー
22年12月期
＜1～12月＞

23年12月期
<1～12月>

24年12月期
<1～12月>

前年差額
（前年率差）

増減率

売 上 高 91,225 86,879 92,122 ＋5,243 ＋6.0%

営 業 利 益 7,365 7,049 5,303 △1,746 △24.8%
（率） (8.1%) (8.1%) (5.8%) (△2.3p)

7,365
7,049

5,303

8.1% 8.1%

5.8%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

22年12月期
＜1～12月＞

23年12月期
<1～12月>

24年12月期
<1～12月>

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%



5．事業セグメントの損益状況
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◆5-2 ファニチャー関連事業

売 上 高 営 業 利 益

（単位：百万円） （単位：百万円）

売上高は前年同期比3.3％増の1,052億円となり、増収による売上総利益の増加及び経費削減
により、営業利益は前年同期比16億円改善し、１億円の黒字となりました。

売上高営業利益率

（単位：百万円）

ファニチャー
22年12月期
＜1～12月＞

23年12月期
<1～12月>

24年12月期
<1～12月>

前年差額
（前年率差）

増減率

売 上 高 105,593 101,926 105,278 ＋3,352 ＋3.3%

営 業 利 益 △ 2,114 △ 1,558 102 ＋1,660 -
（率） (△2.0%) (△1.5%) (0.1%) (＋1.6p)

105,593
101,926

105,278

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

22年12月期
＜1～12月＞

23年12月期
<1～12月>

24年12月期
<1～12月>

△ 2,114
△ 1,558

102

△2.0%
△1.5%

0.1%

△ 4,000

△ 2,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

22年12月期
＜1～12月＞

23年12月期
<1～12月>

24年12月期
<1～12月>

△4.0%

△2.0%

+0.0%

+2.0%

+4.0%

+6.0%

+8.0%

※24年12月期より「ステーショナリー関連事業」「ファニチャー関連事業」「通販・小売関連事業」の3セ

グメントにて開示しております。そのため、23年12月期以前の実績値は新セグメントに置き換えており

ます。

※売上高は、外部売上高と内部売上高を合算した数値を記載しております。



5．事業セグメントの損益状況
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◆5-3 通販・小売関連事業

売上高は前年同期比5.6％増の1,064億円となり、増収及び売上総利益率の改善により売上総
利益が増加し、営業利益は前年同期比32.6％増の23億円となりました。

売 上 高 営 業 利 益

（単位：百万円） （単位：百万円）

売上高営業利益率

99,425 100,764
106,425

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

22年12月期
＜1～12月＞

23年12月期
<1～12月>

24年12月期
<1～12月>

（単位：百万円）

通販・小売
22年12月期
＜1～12月＞

23年12月期
<1～12月>

24年12月期
<1～12月>

前年差額
（前年率差）

増減率

売 上 高 99,425 100,764 106,425 ＋5,661 ＋5.6%

営 業 利 益 1,176 1,782 2,364 ＋582 ＋32.6%
（率） (1.2%) (1.8%) (2.2%) (＋0.4p)

1,782

2,364

1,176

1.2%
1.8%

2.2%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

22年12月期
＜1～12月＞

23年12月期
<1～12月>

24年12月期
<1～12月>

+0.0%

+2.0%

+4.0%

+6.0%

+8.0%

+10.0%

※24年12月期より「ステーショナリー関連事業」「ファニチャー関連事業」「通販・小売関連事業」の3セ

グメントにて開示しております。そのため、23年12月期以前の実績値は新セグメントに置き換えており

ます。

※売上高は、外部売上高と内部売上高を合算した数値を記載しております。
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当社グループは、長期ビジョンである「“国の誉”から“アジアの誉”へ」のもと、「2020年 海外売上
高比率30％」を目指し、お客様の期待値を上回り続けることで、「国内市場で圧勝、海外市場で
勝ち進み、お客様に選ばれ続ける“真のアジア企業”」を目指しており、国内・海外において前年
からの戦略を引き続き推進してまいります。
次期の見通しに関しましては、売上高2,800億円、営業利益は58億円、経常利益は63億円、当期
純利益は33億円を見込んでおります。

※売上高は外部売上高を記載しております。

※為替レートは１ドル８５円を想定しております。

※この資料に記述されている予想数値は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作

成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

◆6-1 連結業績の見通しについて

第２四半期累計 (単位：百万円)

145,283 150,000 ＋4,717 ＋3.2%

ステーショナリー 49,861 48,500 △1,361 △2.7%

フ ァ ニ チ ャ ー 56,873 60,000 ＋3,127 ＋5.5%

通 販 ・ 小 売 53,133 54,500 ＋1,367 ＋2.6%

調 整 額 △ 14,585 △ 15,000 △415 -

（率） 6,752 (4.6%) 6,500 (4.3%) △252 △0.3p △3.7%

ステーショナリー （率） 4,567 (9.2%) 4,400 (9.1%) △167 △0.1p △3.7%

フ ァ ニ チ ャ ー （率） 1,943 (3.4%) 2,300 (3.8%) ＋357 ＋0.4p ＋18.4%

通 販 ・ 小 売 （率） 1,563 (2.9%) 1,100 (2.0%) △463 △0.9p △29.6%

調 整 額 △ 1,320 △ 1,300 ＋20 -

（率） 7,235 (5.0%) 6,800 (4.5%) △435 △0.5p △6.0%

（率） 3,211 (2.2%) 3,700 (2.5%) ＋489 ＋0.3p ＋15.2%

通　期 (単位：百万円)

275,821 280,000 ＋4,179 ＋1.5%

ステーショナリー 92,122 90,000 △2,122 △2.3%

フ ァ ニ チ ャ ー 105,278 110,000 ＋4,722 ＋4.5%

通 販 ・ 小 売 106,425 109,000 ＋2,575 ＋2.4%

調 整 額 △ 28,005 △ 29,000 △995 -

（率） 4,852 (1.8%) 5,800 (2.1%) ＋948 ＋0.3p ＋19.5%

ステーショナリー （率） 5,303 (5.8%) 6,000 (6.7%) ＋697 ＋0.9p ＋13.1%

フ ァ ニ チ ャ ー （率） 102 (0.1%) 1,500 (1.4%) ＋1,398 ＋1.3p ＋1361.7%

通 販 ・ 小 売 （率） 2,364 (2.2%) 1,800 (1.7%) △564 △0.5p △23.9%

調 整 額 △ 2,917 △ 3,500 △583 -

（率） 6,142 (2.2%) 6,300 (2.3%) ＋158 ＋0.1p ＋2.6%

（率） 2,428 (0.9%) 3,300 (1.2%) ＋872 ＋0.3p ＋35.9%

24年12月期
第２四半期累計　実績

（６ヶ月）

25年12月期
第２四半期累計　予想

（６ヶ月）

24年12月期
通期　実績
（12ヶ月）

25年12月期
通期　予想
（12ヶ月）

四 半 期 純 利 益

経 常 利 益

売 上 高

営 業 利 益

前年差額 増減率前年率差

前年差額 増減率前年率差

当 期 純 利 益

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益
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6．25年12月期の見通し

（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円） （単位：百万円）

■売上高 ■営業利益 売上高営業利益率

■経常利益 売上高経常利益率 ■当期純利益 売上高当期純利益率
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◆6-3 セグメント別業績の推移

＜ステーショナリー関連事業＞ ＜ファニチャー関連事業＞ ＜通販・小売関連事業＞
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6．25年12月期の見通し
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売 上 高 86,879 92,122 90,000 △2,122 △2.3%

営 業 利 益 7,049 5,303 6,000 ＋697 ＋13.1%

（率） (8.1%) (5.8%) (6.7%) (＋0.9p)

売 上 高 101,926 105,278 110,000 ＋4,722 ＋4.5%

営 業 利 益 △ 1,558 102 1,500 ＋1,398 ＋1361.7%
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売 上 高 100,764 106,425 109,000 ＋2,575 ＋2.4%
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コクヨファニチャー株式会社は、中国におけるオフィス家具内需の獲得を目指し、コクヨのブラ
ンド発信、販売強化を目的としたショールーム「Shanghai Flagship Showroom（上海フラッグ
シップショールーム）」を開設しました。

当ショールームは、コクヨブランドの浸透と販売強化の拠点として上海の中心部である人民
広場エリアに開設しました。デザイン・機能性を両立した商品や、コクヨブランドを体感できる
展示エリア、営業や商品開発チームが活動するライブオフィス、オフィス空間構築に関する当
社の知見やトレンド情報を発信するセミナースペースなどの空間を設けています。

最大の特長は、本ショールーム全体が、コクヨの創造性を表現するデザイン力溢れる空間と
なっていることです。当ショールームを中心に、平成24年4月にオープンした、同じく創造的な
空間が特長の「シンガポールショールーム」もあわせ、上海・香港・シンガポールの当社3拠
点が連動し、さらに広州（本年ショールームリニューアル予定）や北京などの中国内拠点が
相互に連動し、外資系企業や現地企業の動きに対して戦略的なアカウントを図っていきます。

7．主なトピックス

～中国内需獲得に向けたコクヨブランド発信の拠点へ～

コクヨファニチャー、「上海フラッグシップショールーム」を開設



当社は、コクヨ東京ショールームにおいて、ファニチャー商材を中心にした新製品やオフィス空
間のあり方、新しい働き方等を提案する「2013 KOKUYO FAIR（コクヨフェア）」を開催しました。
今回のフェアは、『reaLive works（リアライブ ワークス） ～強いチームが生まれる～』をテーマに、
オフィスを変えることで強いチームを生み出す、戦略的なオフィス構築を提案しました。
近年、グローバル化等により企業活動の範囲が一層拡大する中で、企業成長に重要な課題の1
つに「いかにチーム力を最大化するか」があると当社は考えます。
当社はそうしたチーム力を最大化し、新しい価値を生み出すオフィスのあり方として、「集中でき
る快適なソロワーク空間」、「コミュニケーションに最適な空間」という要素をバランスよく最適化し
て活用できる、当社独自の“働きやすい空間”と“使いやすい家具”を提案しました。

またフェア期間中、女子サッカー日本代表監督の佐々木則夫氏を始めとした著名人による各種
セミナー等を開催しました。

チーム力を向上させるオフィスを提案！

「2013 KOKUYO FAIR（コクヨフェア）」を開催
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7．主なトピックス

コクヨファニチャー株式会社は、昨今進化し続けるクラウド技術を活用したチームコミュニケー
ションと顧客や外部パートナーとの新しいつながり方を創り出し、価値創造の機会を増大させる
ために「霞が関ライブオフィス」のフロア全体のリニューアルを行いました。
近年の企業を取り巻く環境は、グローバル化やニーズの多様化など、変化が加速し続けていま
す。
「霞が関ライブオフィス」は、これらを踏まえ、組織内でのつながりをより深く、また、外部とのつ
ながりをより広くすることで、従来との違いを生み出すためのコミュニケーションが行える場です。
時間や場所に制約されないコミュニケーションを実現する新しい働き方を、在籍するワーカー自
らが実践し、体験を通した成果を検証し続けることで、導入効果の高い仕組みやノウハウをユー
ザーへ提案していきます。

～"つながり"で強いチームづくりを目指す～

コクヨファニチャー「霞が関ライブオフィス」がリニューアル



コクヨS＆T株式会社は、中高生を中心に、主婦、ビジネスパーソンなど、幅広い層に人気で、化
粧ポーチとしてもご好評のペンスタンドにもなるペンケース「NEO CRITZ（ネオクリッツ）」の新色
を発売しました。
ネオクリッツは、ペンスタンドにもなるペンケースです。平成18年12月の発売以来、毎年順調に
販売を伸ばし、平成24年のメーカー出荷数は前年比200％で推移しています（平成24年1～8月）。
特に評価いただいているのは機能性です。特許をもつ構造による「中身が一目で分かり、取り
出しやすい」「狭いスペースでも置くことができる」「ペン立てをそのままペンケースとして持ち運
べる」という機能性が支持を得ています。また、こうした特長から、ペンケースとしてはもちろん、
化粧ポーチとしても活用できるとご好評いただいています。

～立てて使えばペンスタンドにもなる！～

ペンケース「NEO CRITZ（ネオクリッツ）」の新色を発売
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コクヨグループでオフィス用品通販を行う株式会社カウネットは、全国5ヶ所目となる物流拠点
を札幌市に開設し、札幌市内での当日配送を開始しました。
今回の拠点開設により、札幌市内は午前11時までの注文受付分を当日中にお届けする他、
札幌市以外の道内市町村も午後6時までの注文受付分を翌日にお届けします（注）。現在、
翌々日のお届けとなっている北海道のお客様に、より一層便利にカウネットのサービスをご
利用いただくことができるようになります。
なお、カウネットでは、注文金額が1,000円（税込）以上であれば配送料無料でお届けしてい
ます。

7．主なトピックス

～札幌に物流拠点を開設～

オフィス通販のカウネット、札幌市内で当日配送サービスを開始

＜新物流拠点の概要＞
名称： カウネット札幌物流センター
所在地： 札幌市白石区
開設日： 平成24年12月3日
配送エリア：

当日配送…札幌市内
翌日配送…札幌市以外の道内市町村（但し離島はサービス対象外です）

注：一部、当日配送・翌日配送の対象外となる商品、サービスがあります。

しかしながら、「女の子向けの色や化粧ポー
チとしても使える色が欲しい」「ビジネスシー
ンでも使える色が欲しい」といった声も寄せ
られていました。
今回は、そのようなお客様の声に応え、女
性に人気のドット柄を採用した2色と、外側
にダークカラー、内側にはビビットなカラーを
用いたプライベートでもビジネスでも使える3
色の合計5色を新たに用意しました。


